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第１７０号 
2016年 10月 

友の会は、横浜自然観察の森を中心として、身近な自然とふれあい、  

自然を愛し、自然に学び、自然を守り、育て、自然を愛する人々を   

育てようということを目的としています。  

 

 少し早いお知らせですが、恒例の「望年会」が下記の通りに開催されます。 

今年最後のイベント、暮れの忙しい時ですが奮ってご参加下さい！！ 

  

１． 実施日： 平成２８年１２月２３日(金・祝) 少雨決行 

２． 会 場： 観察センター＆ごろすけ館前 

３． 集 合： 午前９：００ 

４． 参加資格：友の会会員並びに家族 

５． 服装他： 多少よごれても良い物、飲み物、軍手 

                 担当： 事務局／ 片岡 

●「望年会」のお知らせ●
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●９月定例会報告●
 

 

日 時  ２０１６年９月 1８日（日） １３：００～１５：００ 

出席者  青木、秋元、上原、大浦、落合、片岡、兼武、志釜、関根、中里、村上、村松、山口、 

     渡部、古南Ｒ 

 

議題 

 １．行事報告 

   ７月下旬から９月上旬の行事報告、活動報告をおこないました。 

   ８月の「森を守るボランティア体験」（「自然と遊ぼう」担当）の参加者１名。友の会に入会し

ました。 

 

 ２．行事予定 

   ９月中旬から１２月までの行事予定の確認をおこないました。 

 

 ３．各プロジェクトの活動報告と活動予定の確認をおこないました。 

 

 ４．ごろすけ館の利用希望の調整をおこないました。 

 

 ５．ネットワーク関連 

   小網代野外活動調整会議（８月３日）の総会の理事改選で、秋元さんが再任されました。 

 

 ６．事務局より 

   ・「秋まつり」についての細案を承認しました。 

   ・金沢まつりいきいきフェスタ（１０月１５日海の公園）への参加を確認しました。 

   ・カレンダー販売の担当ＰＪを確認しました。（１０月中旬入荷予定）よろしくお願いします。 

    昨年は１２月中に完売になりました。会員の方もお早めに購入下さい。 

   ・金沢区民活動センターで友の会の紹介展示をおこないます。ぜひ一度ご覧になってください。

ご覧になった感想もお願いします。（１１月２７日～１２月１０日 金沢区役所２Ｆ） 

   ・センターより 

    「観察センターだより」のページをご覧ください。 

次回定例会は 

１１月２０日（日）１３：００～ 

観察センター研修室 

※定例会は会員の方どなたでも 

参加できます。 
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 落ち葉の季節に、、、 

 福地泡介という漫画家をご記憶だろうか。新聞の４コマ漫画などで活躍していた。３０年ほ

ど前、本業で福地さんの悩みを解決することになった。それは、毎日毎日絞り出す膨大な漫画

のアイデアを既に作品にして公開したかどうか覚えきれない、すぐにわかるようにならない

か、というものだった。その仕事の結末はともかく、私もどこかで同じような話をしているよ

うに思いながら（笑）のこの寄稿だが。 

 

 紅葉と落ち葉の季節が来ると、観察の森でのガイドウォークや各地の観察会で必ず試す持ち

ネタのようなアクティビティ「落ち葉のグラデーション」。行事の参加者と歩きながら、一人

１０枚くらい色合いの少しずつ違う落ち葉を拾ってもらう。そして、地面でもいいが、できれ

ば風呂敷くらいの白っぽい布を用意して、まだ緑の残るものから、黄色、赤、茶色と色合いの

順番に見本を置いて、それぞれの色の近くやその間に拾った葉っぱを並べてもらう。最後に少

し離れた位置からみんなで見て、「これが今日の森の色です」となるわけだが、いつも楽しん

でもらえる。 

 

 これだけでも５分のアクティビティだが、時間の余裕によって、あるいは参加者の関心を見

ながら、話を広げていく。どうして秋になると葉が落ちるのか。どうして赤くなる葉と黄色く

なる葉があるのか。落ち葉を土に戻す分解者の役割にも気づいてもらう。 

 

 これも随分前だが、環境教育の勉強でスウェーデンに行った時、同じようなアクティビティ

に出会った。そこでは落ち葉は一列でなく円のように丸く並べた。そして最後に真ん中に手で

揉みほぐした枯葉を置いて循環を表現。一本取られた感じがして、僕もその時の方法を活かす

時もある。 

 

 ところで、このようなインタープリテーション（interpretation）につながる話を、先日の

ある科学技術に関する国際会議で聞いた。「子どもたちはみんな科学者として生まれてくる」

という言葉。生物学に限らず物理でも化学でも、あれ何、これ何、どうしてなの、、、という好

奇心が科学の源泉だと。 

 

 インタープリターとはあくまでも「通訳」。自然の中で、主役の生きものたちがありのまま

に発しているメッセージを受けとめて、わかりやすい言葉と工夫でその本質を観客である人に

伝える能力。それには子どもたちの新鮮な感性にも応え、また鈍りかけた好奇心には再び火を

つけるという役目もある。自分の持つ知識の説明者ではない。調査や管理作業の知識や技術と

同様に、インタープリテーションにも極めきれない高い世界があることが面白い。 

 

 今年も１１月初旬に「いつでもどこでも身近な自然の案内人講座」が「ハンミョウの会」に

よって行われる。この横浜自然観察の森のフィールドでそんなインタープリテーションの魅力

に気づいてくれる参加者が、一人でも二人でもいてくれればと願っている。 

 

中塚（Charlie）森の案内人・ハンミョウの会 

森のこぼれ話 

ふむふむ 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●定例行事の報告「森の絵本を楽しもう」●
 

 

絵本「月夜のおまつり」の原画展 

 

 ７月２１日（木）～８月２３日（火）の期間、ごろすけ館にて開催しました。 

 初めての原画展はメンバーの思いも熱く、原画のほかに絵本ができるまでのことや「月夜のおまつ

り」完成前イベント―夜の森を歩こう―の紹介など手作り感のある展示になりました。 

 見てくださった方のお一人がとてもきれいな絵とわかりやすい説明のおかげで虫や草について知る

ことができましたと感想ノートに書いてくださいました。 

 うれしいかぎりで次作の励みになりそうです。 

                               森の絵本づくりの会 しかま 

●森を守るボランティア体験 報告●
 

 

森を守るボランティア体験 報告 

「自然と遊ぼう」担当 

８月２１日（日） 参加者 1 名 スタッフ３名 

テーマ「せみのぬけがら探し」 

 

 何時ものように研修室で観察の森の概要、友の会の活動内容などのお話しの後、園内での各ＰＪの

活動の様子などを紹介するガイドツアーに出ました。 

 参加者はお一人でしたが、かねて度々園内でお見掛けしている方で、園内の自然はよくご存じであ

るばかりか、豊富な知識や写真技術にも長けている方です。 

 今回のテーマである「せみのぬけがら探し」を中心に、ＢＩＮＧＯを試しに遊び、葉っぱや花、昆

虫のことなど、面白く自然観察をする工夫などお話ししながらモンキチョウの広場、ヘイケボタルの

湿地、桜林、畑をぐるっと一まわり。 

 昼食後にゴロ報の発送作業まで体験してもらいました。 

 すでに入会のご希望で、複数のＰＪに関心をよせられており、この体験をもとに今後の活動を考え

ようとのことでした。 
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●自然案内人講座●
 

 

 身近な自然の素材を使って、生きものたちのくらしやそのつながりをわかりやすく伝える自然案内

「インタープリテーション」、そのスキルとプログラムの作り方を、体験的に学ぶ二日間のコースです。 

 

１．実施日時 ：２０１６年１１月５日（土）・６日（日）９時３０分～１６時 

２．実施場所 ：横浜自然観察の森（センター、及びガイドウォークのコース） 

３．定員   ：最大３０名（先着順） 

４．参加費  ：１０００円／人 

        （横浜自然観察の森友の会会員は５００円） 

５．申込締切 ：定員を超えた時点、または１０月３０日（日） 

●ミズキの池ハイド前の環境整備 報告●
 

 

ミズキの池ハイド前の環境整備を行いました。 

１．日時 ： ２０１６年９月４日 ９時～１０時 

２．参加者 ： スタッフ６名、会員参加者０名 

 夏中草で見通しの悪かったハイド前の景観ですが、例年通り草刈りを実施しました。ムシムシする

天候でしたが、掛下レンジャーにもお手伝い頂き、短時間で来園者に喜んでもらえる視界が確保でき

ました。また今年はハイド展示写真の表題ラベルが経年劣化していましたので更新しました。皆さん

是非ハイドにカワセミに会いに行ってみて下さい。 

               カワセミファンクラブ 大浦 
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  横浜自然観察の森・自然観察センターだより              2016年 10 月号 

 おしらせ・お願い  

●工事と作業の予定  
環境管理のため、業者に委託して次の作業を行っています。 

○草刈・セイタカアワダチソウの手取り除草・ササ刈り：アキアカネの丘、ノギクの広場、長倉口、ミ

ズキの道2～3と13～終点、タンポポの道10～終点、水鳥の池 

○立枯れ等危険木・緊急自動車通行用の伐採：生態園周辺、モンキチョウの広場周辺、ミズキの道・コ

ナラの道沿い数箇所、環状4号線沿いの2ヵ所 

○横浜市南部に本来自生しない樹木や竹（外来種）の伐採：コナラの道・ノギクの広場周辺のモウソウ

チク、アキアカネの丘・タンポポの道沿い等のトウネズミモチ等 

◇ピクニック広場は水道企業団による水道施設の耐震工事のため、来年1月末まで使用できません。 

◇何かとご不便をおかけしますが、利用者の皆さんの利便性・安全性向上と環境の改善のための作業で

すので、ご理解・ご協力のほどをよろしくお願いいたします。園内の生物に極力影響が出ないように進

めますが、お気づきのことやご要望があれば、レンジャー古南（電子メール：kominami@wbsj.org）、

黒川麻紀野（電子メール：kurokawa-a@wbsj.org）までご連絡ください。 
 

 保全管理計画のフォローアップ  

★保全管理フォローアップの会（第3回）報告 

9月3日（土） 13：00～16：20 勉強会：「森林環境と土壌動物の関係を調べよう」 

○講師：金子信博先生（横浜国大院教授） 

 ○参加者 友の会14名（村上拓司さん､鈴木信子さん､井川喜久江さん､佐々木美雪さん､篠原由紀子さん､

上原明子さん､八田文子さん､藤田剛さん､藤田薫さん､藤原功さん､村松古明さん､渡部克哉さん､大浦晴壽

さん､落合道夫さん） 横浜市（加藤さおりさん） レンジャー（古南幸弘､掛下尚一郎､黒川麻紀野） 

 ○内容 ピットフォールトラップ法とハンドソーティング法という 2 つの方法で土の中にいる小さな動

物（土壌動物）を調べました。ピットフォールはプラカップを落とし穴として地表を歩く動物を捕獲す

る方法で、炭小屋裏のスギ林とヒノキ林、研修室裏の常落混交林、桜林に約1昼夜仕掛けたカップ内に

落ちた動物を、参加者の皆さんに識別してもらい、大まかな分類群ごとに数えました。平均でスギ林

2.5種、ヒノキ林3種、混交林2.3種、桜林の平地4種、桜林の斜面下6種という結果で、桜林はゆ

るやかな谷地形の底にありその影響で種数が多く出た可能性があるとのことでした。 

次に桜林の 5 ヵ所で 25×25×20cm 分の土を採取し、その中の動物をピンセット等でより分けまし

たが、時間切れで分類群を確認するところまでは行きつきませんでした。参加者の皆さんは非常に熱心

に調査にとり組んでくださり、講師の金子先生も感心しておられました。 

  ハンドソーティング法の続きは、11 月 19 日（土）13：00～15：00 研修室にて行います。ご興

味ある方は古南までご連絡ください。 
  

番外編 ９月１７日（土） 13：30～14：00 桜林のツルとり 

 ○参加者 友の会７名 （吉田賢一さん、橋本雅夫さん、片岡章さん、藤原功さん、鈴木昭司さん、 

三村肇さん、張間信子さん）、レンジャー（黒川麻紀野） 

 ○内容 ツル植物を抑え、次世代の落葉樹の幼木を育てるため実施しました。昨年、繁茂していた南西端

はそれほどでもなく、代わりに、北東部の伐採跡に繁茂してきたクズ等を刈りました。 
 

★クツワムシ分布調査（8/13・20・27・9/3・10）林縁環境のモニタリングのために毎週土曜日に実

施しましたが 9/3 は雨で途中中止、8/27 は部分的なデータしかとれませんでした。初日 8/13 は 10

頭、最大は8/20で26頭以上、最終日の9/10は2頭を記録しました。分布は昨年と似ていましたが、

アキアカネの丘(下)のトンボ池付近とクヌギの林、ゲンジボタルの谷付近でも少数が鳴いていました。 
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 募集します！  

★行事のサポーター：幼児向けじっくりゆっくり観察会（3～6歳の未就学児とその保護者対象） 

◆日時 ：12月１7日（土） 1回目10:00～12:00  2回目13：30～15：30 

 ◆サポーターの方の生き物の知識の多寡は問いません。主に安全管理、観察の補助にご協力をいただきます。 

◆お申込み・お問合せは、レンジャー尾崎までお願いします。 E-mail：ozaki.r @wbsj.org 
 

★アライグマ捕獲ワナの巡回ボランティアを募集 
今シーズンもアライグマの捕獲をおこないます。ワナによる捕獲には日々の巡回が必要なため、今回も巡回 

のお手伝いをしていただくボランティアを新規に募集いたします。 

◆内容 11月～3月のご都合のよい平日午前中(30分～1時間程度)ワナを巡回し、捕獲の有無とエサの補充 

をしていただきます。 

◆詳しくは掛下までご連絡ください。(電子メールは kakesita@wbsj.org )どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

★次回 12月 3日（土） 13：00～15：00 内容：桜林の植生管理計画を確認 
 ◆今年度の桜林の伐採計画を確認します。環境管理にご興味、ご意見をお持ちの方はどなたでもどうぞ。 

◆資料準備の都合上、前日までに黒川麻紀野または古南までご連絡ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 レンジャーの異動ごあいさつ  

★着任のご挨拶 大久保香苗  

10月から仲間入りする大久保香苗です。9月までは「バードアイランド」と謳われる伊豆諸島の三宅島に 

いました。2000年に大噴火を経験した火山島で、原生林や海をフィールドに調査や観察会、自然に優しい 

観光の形づくりに取り組みました。出身は横浜で、2010～11年に横浜自然観察の森で 

働いていました。今回2度目の赴任です。島のひとり暮らしで少しは成長したでしょうか、 

それとも穏やかな空気にゆるんでしまっただろか・・・。いずれにしろ頑張ります！ 

友の会の「お久しぶりです」のみなさん、「初めまして」のみなさん、 

どうぞよろしくお願いします。 
 

★離任のご挨拶 黒川マリア 

9月いっぱいで三宅島アカコッコ館に異動いたしました。 観察の森での2年半の間、大変お世話になりました。

友の会に関われる時間はとても楽しく、 友の会会員が増えた時は、仕事をしている中でも とてもうれしい瞬間

でした。 これからも、レンジャーとともに観察の森を守り続けてください。 遠くから応援しています。 三宅島

アカコッコ館にもぜひ、いらっしゃってください。 ありがとうございました。 

 

 

  

8／27 自然と遊ぼうの皆さん：アクションポート横浜のインターン学生(横市大2名)受入れ 

8／13 石塚康彦さん：フォローアップクツワムシ調査（9/10も） 

8／20 佐々木美雪さん・彩愛さん：フォローアップ・クツワムシ調査 

8／27 石塚さん・佐々木美雪さん：フォローアップ・クツワムシ調査 

9／3  保全管理フォローアップの会にご出席いただいた皆さん 

佐々木美雪さん・彩愛さん・村上拓司さん：フォローアップ・クツワムシ調査 

9／17、10/1漆原弘光さん：「草地のバッタ調査隊」のサポート 

10／1 雑木林ファンクラブの皆さん：ストーブ用薪づくり 

8／8～10／5 カワセミファンクラブの皆さん：展示用野鳥・昆虫写真、自然情報のご提供 

8／8～10／５ 野草の調査と保護プロジェクトの皆さん：開花情報のご提供 
 

      横浜自然観察の森 自然観察センター（月曜休館・祝日の場合はその翌日） 

〒247-0013 横浜市栄区上郷町1562-1 

 TEL:045-894-7474/FAX:045-894-8892 E-mail:yokohama-nc@wbsj.org 

http://www.wbsj.org/sanctuary/yokohama/ イラスト・黒川マリア・大久保香苗 

8/8～10/5 

 

8// ／４ ～８／６  
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行事スケジュール １０月～１２月  
■：センター行事 
●：友の会行事 
★：共催行事 

●友の会 定例行事●
 

 

●季節の森を歩こう（園内の自然案内） 

～季節の変化や生き物のつながりを楽しみながら～ 

１１／６（日）・１２／４（日） 

１回目 11：００～ ２回目 13：００～ 

受付：３０分前から 自然観察センター前にて 

対象：どなたでも 

担当：森の案内人・ハンミョウの会 毎月第１日曜 

 

●自然と遊ぼう（園内の自然案内） 

～ゲーム感覚で、あそびながら自然とふれあい～ 

１１／２６（土）・１２／１０（土） 

１回目 13：００～  ２回目 14：００～ 

受付：３０分前から 自然観察センター前にて 

対象：子どもから大人までどなたでも 

担当：自然と遊ぼう        毎月第４土曜 

（※１２月のみ第２土曜） 

 

●森の絵本を楽しもう 

～簡単ミニ絵本づくりと読み聞かせ～ 

１１／１６（水）・１２／２１（水） 

10：３０～12：００ 絵本製作 

受付：ボランティアルーム  対象：どなたでも 

担当：森の絵本づくりの会     毎月第３水曜 

 

●みんなでバードウォッチング（野鳥観察） 

～のんびり楽しむバードウォッチング～ 

１１／１３（日）・１２／１１（日） 

 9：００～13：００ 少雨決行 

受付：自然観察センター前にて  対象：どなたでも 

担当：鳥のくらし発見隊      毎月第２日曜 

 

●友の会 季節行事●
 

 

●畑と作物をつくろう 
～生き物にあふれた畑を目指して～ 

１１／１９（土）・１２／１７（土） 

１０：００～１２：００ 雨天中止 

受付：自然観察センター前にて 対象：どなたでも 

担当：畑プロジェクト   ８月を除く毎第３土曜日 

 

発 行 日 2016年 10 月 16 日 

発 行 横浜自然観察の森友の会 
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E-mail: kansatsunomori@gmail.com 

 

●定点カメラで動物調査 
１１／１２(土） 

９：３０～１２：００ 

※雨天の場合、日程を変更する可能性あり。センタ

ーに確認のこと。 

対象： 友の会会員向け 

持ち物： 汚れても良い、白っぽい服、動きやすい

靴で。タオル、水筒持参 

集合： ゴロスケ館集合 

活動日： ５月～１１月の毎月第２土曜日 ■【幼児向けじっくりゆっくり観察会】 
日時：１２／１７（土） 

       １回目１０：００～１２：００ 

       ２回目１３：３０～１５：３０ 

申込締切：１２／１（木） 

対象：３～６歳の未就学児とその保護者各回４０名 

     （抽選） 

●自然案内人講座 
 １１／５（土）、６（日）９：３０～１６：００ 

 申込：先着３０名。１０／３０締切。 

→５ページ参照 

●金沢区民活動センターでの友の会の紹介

展示「観察の森へ行こう！」 
 １１／２７（日）～１２／１０（土） 

 場所：金沢区民活動センター（金沢区役所２Ｆ） 

●望年会 
 １２／２３(金・祝) 少雨決行 

 集合：午前９：００ 

 場所：観察センター＆ごろすけ館前 

 対象：友の会会員並びに家族 

→１ページ参照 

●自然観察センター主催行事●
 

 

★森を守るボランティア体験 偶数月第 3日曜 
～友の会の活動内容紹介とルールを～ 

１２／１８（日）９：３０～１４：００ 雨天催行 

受付：直接、自然観察センターの研修室へ  

対象：どなたでも ※小学生以下は保護者同伴 

＊会員の方は、ぜひ一度は参加して下さい。 

 

●共催 定例行事●
 

 


